
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省 

東北地方整備局 新庄河川事務所 

大 石 田 出 張 所 

  １２月１７日（火）大石田町町民交流センターで、水門等水位観測員講習会

が開催されました。水門等水位観測員の方々には、常時、河川の災害から地域

を守るためご尽力いただいていますが、講習会では「いざ！」という時に備え、

樋管操作時の留意点や点検整備についての再確認を行いました。 

観測員の皆様、昼夜を問わず長時間にわたり操作・対応にあたっていただ

き、ありがとうございました。 

 
豊田・豊田第二排水樋管 

後任 芳賀 翔太さん 

（前任 齋藤 哲蔵さん） 

水門等水位観測員は、各排水樋管の近隣に住んでいる方に委嘱しています。大石田出張所では、５０名の観測員の

方が業務にあたっています。※大石田出張所管内排水樋管箇所数は２６箇所です。 

 
皆さん真剣に受講 

されていますね！ 

川の堤防で見かけるこれらが排水樋管だよ！ 

 大雨が降ると大量の水が川に流

れ込むため、川の水位が上がってき

ます。 

 川の水が住宅地や田んぼに流れ

てくるので、ゲートを閉めます。 

水位が高い間はゲートを閉め続

けています。 

雨がやんで川の水位が下がった

ら、ゲートを開け水路の水が溢れな

いように川の方に流します。 

大雨が降ると、川の水がどんどん増えて水位が高くなりま

す。その水が住宅地や田んぼなどに流れないようにするため

には、樋管のゲートを閉めなければなりません。また、川の水

が普通の状態に戻った時は、住宅地や田んぼから流れる水

路の水が溢れないように樋管ゲートを開く必要があります。

その際に樋管ゲートを開閉する仕事をしているのが水位観

測員なのです。 

地域の安全と財産を守るとても大切な役割を果たすお仕

事です。 

 

 

 

 
【量水標】 

水位を計測します。 

【開閉装置】 

ゲートを開閉する

機械です。 

【ゲート】 

門を上下させ水を流し

たり堰き止めます。 

堤外地 

（外水） 

堤内地 

（内水） 

堤防の役割を

持っている 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油流出事故内容（Ｒ２.１．１５現在） 

 年月 発生時刻 場所 原因 油種 流出量 

① R1.5 14:00頃 尾花沢市荒楯地内 不明 不明 不明 

② R1.11 16:00頃 尾花沢市高橋地内 タンクからポリタンクへの詰め替え中 灯油 約４０㍑ 

③ R1.12 15:00頃 大石田町横山（金川） 不明 不明 不明 

④ R2.1 19：00頃 尾花沢市若葉町 タンクからポリタンクへの詰め替え中 灯油 数㍑ 

⑤ R2.1 17:30頃 大石田町横山地内 ドラム缶からポリタンクへの詰め替え中 灯油 約８０㍑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発行】 

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 大石田出張所 

 （担当：奥山・木内） 

〒999-4113 大石田町大字今宿字鷺の原 466-2   

（TEL）0237-35-2024  （FAX）0237-35-2354  

※「川通信 おおいしだ」をご覧になってのご感想やご意見をお寄せください。 

※工事現場や河川管理施設をご覧になりたい方は、大石田出張所までご連絡ください。 

 

 事故の多くは、人為的なミスによるものです。日頃から油類の取り扱いには十分に注意しましょう！ 

 

 

事故を起こすと油の除去に費用がかかります。 

油の除去に要した費用は事故を起こした原因者が負担することになります。 

50万円を負担したケースもあります！ 
お近くの 

消防署･警察署･市町村役場･県の各総合支庁･

国土交通省へご連絡ください！ 

新庄河川 検索 

ホームページも見てください！ 
http://www.thr.milt.go.jp/shinjyou 

ちょっとした不注意で油をこぼしたり、多量に流してしまったりして

河川に油が流出する事故が増えています。河川の水は、水道水や工業用

水などに幅広く使われています。 

油流出事故を起こさないよう注意していきましょう。水質事故により、

上下水道等の取水停止、社会生活や川の中に住んでいる生き物・水循環

系に重大な危険を及ぼす場合もあります。 

今年度、大石田出張所管内では油流出事故が多発しています！！ 

オイルフェンス設置の様子 


